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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年９月期第３四半期 6,876 8.1 519 29.4 614 35.7 400 34.1

2023年９月期第３四半期 6,359 △0.2 401 △28.5 452 △26.9 298 △34.7

（注）包括利益 2024年９月期第３四半期 489百万円（5.2％） 2023年９月期第３四半期 465百万円（12.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年９月期第３四半期 53.76 －

2023年９月期第３四半期 39.33 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年９月期第３四半期 8,066 6,098 75.6

2023年９月期 8,175 6,043 73.9

（参考）自己資本 2024年９月期第３四半期 6,098百万円 2023年９月期 6,043百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年９月期 － 0.00 － 34.00 34.00

2024年９月期 － 0.00 －

2024年９月期（予想） 32.00 32.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,023 5.4 421 4.1 501 5.3 299 △19.6 39.47

１．2024年９月期第３四半期の連結業績（2023年10月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

※　2023年９月期の期末配当金額34円には、特別配当２円を含んでおります。

３．2024年９月期の連結業績予想（2023年10月１日～2024年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年９月期３Ｑ 7,732,270株 2023年９月期 7,732,270株

②  期末自己株式数 2024年９月期３Ｑ 347,208株 2023年９月期 148,008株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年９月期３Ｑ 7,440,528株 2023年９月期３Ｑ 7,585,639株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境が改善する下で、インバウンド需要の回

復、各種政策の効果も相まって、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、世界的な金融引締めに伴う影

響や中国経済の先行き懸念など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、

物価上昇、中東地域をめぐる情勢、金融資本市場の変動等の影響にも十分な注意が必要な状況であり、先行き不透

明かつ流動的な状況が続いております。

当社グループが属する情報サービス産業におきましては、クラウドシフトやビッグデータ、AI、IoT、5Gなどの

先端的技術を活用したDX推進の動きが活発化しており、企業の競争力強化や行政のデジタル化に向けたIT投資意欲

が拡大すると見られています。

このような状況下、当社グループは、３か年の中期経営計画「co-creation Value 2025」の２年目を迎えてお

り、長期ビジョン「VISION 2031」で目指す姿の実現に向け、研究開発、人材育成など、更なる成長の基盤づくり

を着実に進めております。なお、当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は87百万

円であり、新規ITサービス創出に向けて積極的な研究開発投資を行っております。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,876百万円（前年同期比8.1%増）となりました。また、営業

利益は519百万円（前年同期比29.4%増）、経常利益は614百万円（前年同期比35.7%増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益につきましては400百万円（前年同期比34.1%増）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ133百万円減少し5,546百万円となりました。これは主に現金及び預金の減

少９百万円及び受取手形、売掛金及び契約資産の減少92百万円によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ24百万円増加し2,520百万円となりました。これは主に投資有価証券の増

加174百万円、保険積立金の減少116百万円及びのれんの減少23百万円によるものです。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ302百万円減少し1,441百万円となりました。これは主に、賞与引当金の減

少362百万円、未払法人税等の減少96百万円及び未払金の増加90百万円によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ138百万円増加し526百万円となりました。これは主に繰延税金負債の増加

195百万円及び役員退職慰労引当金の減少53百万円によるものです。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ55百万円増加し6,098百万円となりました。これは主にその他有価証券評価

差額金の増加128百万円、利益剰余金の増加142百万円及び自己株式の増加176百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年９月期の業績予想につきましては、2023年11月10日に公表致しました数値に変更はありません。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,976,794 3,967,211

受取手形、売掛金及び契約資産 1,535,342 1,442,770

その他 167,976 136,167

流動資産合計 5,680,112 5,546,149

固定資産

有形固定資産

建物 158,090 158,090

減価償却累計額 △7,975 △13,934

建物（純額） 150,115 144,156

工具、器具及び備品 79,115 81,457

減価償却累計額 △25,465 △36,805

工具、器具及び備品（純額） 53,649 44,651

土地 1,269 1,269

有形固定資産合計 205,034 190,077

無形固定資産

のれん 157,416 133,804

商標権 2,448 3,007

ソフトウエア 32,371 47,773

ソフトウエア仮勘定 8,807 2,330

電話加入権 1,734 1,734

無形固定資産合計 202,778 188,651

投資その他の資産

投資有価証券 1,800,827 1,975,736

敷金及び保証金 95,708 90,743

会員権 10,960 10,960

保険積立金 162,283 46,222

繰延税金資産 7,366 15,736

その他 10,695 2,468

投資その他の資産合計 2,087,841 2,141,868

固定資産合計 2,495,655 2,520,597

資産合計 8,175,768 8,066,747

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 207,660 241,757

未払金 462,420 553,091

未払費用 92,435 39,931

未払法人税等 144,037 47,537

未払消費税等 115,809 113,411

預り金 52,275 139,112

賞与引当金 633,638 271,281

役員賞与引当金 21,151 15,232

その他 14,969 20,498

流動負債合計 1,744,398 1,441,854

固定負債

退職給付に係る負債 327,494 323,387

役員退職慰労引当金 54,874 1,874

繰延税金負債 1,024 196,605

その他 4,600 4,600

固定負債合計 387,992 526,466

負債合計 2,132,391 1,968,320

純資産の部

株主資本

資本金 407,874 407,874

資本剰余金 437,553 437,553

利益剰余金 4,277,980 4,420,135

自己株式 △118,025 △294,331

株主資本合計 5,005,383 4,971,232

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 869,938 998,000

退職給付に係る調整累計額 168,054 129,193

その他の包括利益累計額合計 1,037,993 1,127,194

純資産合計 6,043,376 6,098,426

負債純資産合計 8,175,768 8,066,747
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(単位：千円)

 前第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 6,359,012 6,876,284

売上原価 4,926,161 5,316,721

売上総利益 1,432,851 1,559,562

販売費及び一般管理費 1,031,025 1,039,586

営業利益 401,826 519,976

営業外収益

受取利息 23 143

受取配当金 38,735 46,595

受取手数料 13,784 9,711

保険解約返戻金 － 34,186

雑収入 9,671 4,291

営業外収益合計 62,215 94,928

営業外費用

支払利息 8 －

保険解約損 3,044 －

本社移転費用 7,789 －

自己株式取得費用 － 490

雑損失 502 13

営業外費用合計 11,345 504

経常利益 452,696 614,400

特別利益

投資有価証券売却益 － 18,968

特別利益合計 － 18,968

特別損失

固定資産廃棄損 288 254

特別損失合計 288 254

税金等調整前四半期純利益 452,408 633,114

法人税、住民税及び事業税 5,977 86,817

法人税等調整額 148,087 146,276

法人税等合計 154,064 233,094

四半期純利益 298,343 400,020

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 298,343 400,020

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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(単位：千円)

 前第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年６月30日)

四半期純利益 298,343 400,020

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 185,301 128,061

退職給付に係る調整額 △18,394 △38,861

その他の包括利益合計 166,907 89,200

四半期包括利益 465,250 489,220

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 465,250 489,220

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループの事業は、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であるため、記載を省略してお

ります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2023年11月21日開催の取締役会決議に基づき、自己株式99,200株の取得を行いました。また、2024年２月

21日開催の取締役会決議に基づき、自己株式100,000株の取得を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間

において自己株式が176,306千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が294,331千円となっており

ます。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 18,532千円 27,747千円

のれんの償却額 23,612 23,612

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第３四半期連結累計期間

（自　2022年10月１日

至　2023年６月30日）

当第３四半期連結累計期間

（自　2023年10月１日

至　2024年６月30日）

ITサービス 151,582千円 214,737千円

ITソリューション
ソフトウェア開発 2,874,403 3,246,024

システム運用 3,333,026 3,415,522

顧客との契約から生じる収益 6,359,012 6,876,284

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 6,359,012 6,876,284

（その他の事項）

当社グループの事業は、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であり、顧客との契約から生じる収

益を分解した情報は、以下のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月７日

株式会社IC

取締役会　御中

井上監査法人

東京都千代田区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 吉　松　　博　幸

指定社員
業務執行社員

公認会計士 塚　本　　義　治

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ICの2023年10月１日から

2024年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日ま

で）及び第３四半期連結累計期間（2023年10月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引

所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が

適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビュ

ーにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に

従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監

査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、

株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビ

ュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関す

る四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否

定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基

準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して

作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任

がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の

重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するた

めの対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用

している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　上
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